
 

                     
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年度 第１回助成先決定 

 

 第１回の助成事業は、秋田県からの補助金３００万円と東邦技術株式会社からの寄付の冠ファン

ド３０万円を原資として、１０万円コース９件、３０万円コース７件、冠ファンド１件を５月１５

日から募集しました。秋田中央、県南、県北での説明会の開催、NPO センターによる応募相談な

どを実施した結果、６月１５日の閉め切りまでに１０万円コースに１５件、３０万円コースに２５

件、冠ファンドに３件の応募が寄せられました。 

 ７人の選考委員による厳正な書類審査、公開審査を経て、７月１５日助成先を決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 特定非営利活動法人あきたスギッチファン

ドが２００９年４月１日に創設され、活動を

開始してから３カ月以上経過しました。 

‶スギッチファンド″と言ってもなかなか

その趣旨が理解されない中、皆様からの熱い

応援を頂き、感謝申し上げます。お陰を持ち

まして、ファンドの総額が２００万円を突破

しましたし、７月１５日には第一回の助成先

決定のための公開審査会を行い、助成先１７

団体を決定しました。 

活動の進行に従って、‶スギッチファンド″

が広く県民に認知されるものと期待しており

ます。今年度のファンドの目標は、寄付金募

集額が３４７万円、会費収入が７６万円です。

これを原資に来年２月に第二回の助成事業を

実施する予定ですので、一層のご支援をよろ

しくお願い申し上げます。 

  

No.1  ２００９年７月２０日発行 

ファンドの状況（７月１５日現在） 

寄付者（団体） 

 

寄付者（個人）    

２５人 1,237,171 円    

 

１５８人   475,000 円 

寄付金合計      1,712,171 円 

会員 （団体）   

 

会員 （個人） 

 

会員 （特別） 

 １８    90,000 円 

 

 ７２人  216,000 円 

 

 １０人   30,000 円 

会員数合計 １００人  336,000 円 

 

ファンド総額 

 

 

     2,048,171 円 

 

    TEL 018-839-8941 

    FAX 018-829-5803 



助成先一覧 

本ファンド１０万円コース      応募総数１５件の中から書類審査で９件に決定。 

団 体 名 事 業 名 

NPO 法人あきたエンパワ PLACE・

０６ 

チャイルドラインあきた子ども電話 

NPO 法人県南介護サポート かが

やきネット 

「かがやきネット」まつり（福祉用具の展示と使用体験他） 

NPO 法人秋田県音楽普及協会 

（おんぷの会） 

おんぷの会地域コンサート（にかほ・森岳） 

秋田周辺地域食生活改善推進協

議会 

元気づくり食生活改善推進員（ヘルスメイト）の 

出前教室 

牛島つどいの家 牛島つどいの家 食事会 

ひだまりファーム 環境及び食料問題に対する意識を啓発する事業 

NPO 法人矢島フォーラム ユリの香りを運ぶ集い 

大館地区がん患者友の会 癌患者撲滅友の会助け合い事業 

おちゃっこママ おいしい横手産で親子クッキングフェスティバル 

 

本ファンド３０万円コース    

応募総数２５件の中から書類審査で１２件を選出、公開審査を経て７件に決定。 

団 体 名 事 業 名 

NPO法人 秋田パドラーズ 雄物川をカヌーで下る探検隊の旅 

秋田キャンパスネット 大学生による旅学プロジェクト 

NPO法人ほっとアートあきた 「元気な秋田」シンボルキャラクターづくり事業 

田沢湖水深委員会 田沢湖 自転車と輪行旅 推進 

雄勝漁業協同組合 夜突き大会 

いぬ・ねこネットワーク秋田 「飼い主募集イベント」と「レクイエムパネル展」の開催（３会場） 

コカリナ子ども合奏隊 コカリナ子ども合奏隊 

 

冠ファンド TOHO 子育て安心ファンド ３０万円コース 

 冠ファンドとしてご寄付いただいた東邦技術株式会社の意向をふまえ、「TOHO 子育て安心ファ 

ンド」として募集、３件の応募があり、書類審査で２件を選出、公開審査を経て１件を決定。 

団 体 名 事 業 名 

横手おやこ劇場 子どもの芸術体験ひろば 

 

 

                   

スギッチファンド Q＆A 

 

Q:あきたスギッチファンドはどんな目的で設立されたのですか？ 

A:秋田を元気に、より豊かにするためには、市民による活発な活動が 

必要です。ところが県内の NPO などの市民団体には、資金不足で

活動の維持や新しい事業展開ができないという状況が多くみられま

す。このような問題を解決するために、秋田県と NPO や企業が協

働してファンドを立ち上げたのです。 

  

 

あきたスギッチファンド通信 

№１をお届けします。年２回の発

行予定です。 

また、ABS ラジオで毎月第一

金曜日朝９時３０分すぎの「あさ

採りワイド秋田便」でスギッチ応

援放送を行っていますので、どう

ぞお聞き下さい。  


